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本研究では低温で電荷秩序状態を示す擬2次元系 α-(BEDT-TTF)ゐ、 α'-(BEDT-TTF) lIBrl有機導体を対象
に電気伝導、誘電率測定を行い、電荷秩序状態における電荷輸送特性の解明を目指した。電荷秩序状態にお











また、電荷秩序状態における電荷輸送の描像は 2次元超伝導薄膜で議論されてきた vortex-an tivortex励起
に由来する Berezinskii-Kosterlitz-Thouless(BKT)転移と類似している。 BKT転移温度近傍では、ユニバーサ































また、大きな局在モーメントを内在する、 πd系有機導体 (EDT-TTFVO) 2FeBr 1を対象にその電荷秩序状
態での電気伝導、磁気抵抗、磁気トルク測定を系統的に行った。この系についても、電荷輸送が長距離クー
ロンポテンシャルによって束縛されている電子ーホール対が電界によって熱的に励起し、解離することに
よって個々に電気伝導に寄与するというモデルで説明できることを明らかにした。さらに、低温磁場中で電
気抵抗が7.6Tでブロードな極小を示しその後は単調な増加を示すことを発見した。データ解析から、この
磁気抵抗の起源が、 3dスピンがつくる内部磁場7.6Tを感じている局在πスピンの向きによって、伝導電子
がパウリの排他律を受け伝導経路が制限されることを突き止めた。磁性有機伝導体で、の電荷秩序状態におい
て、電荷輸送の新しい磁場効果を発見・解明したことは、この研究分野において一つの大きな進歩を促した
ものである。
平成 24年2月15日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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